
　
少
し
前
の

話
だ
が
、
世

界
1
0
0
カ

国
以
上
の
色

々
な
機
関
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
英
国

で
は
、
病
院
が
攻
撃
を
受
け
、

診
療
が
止
ま
り
、
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
中
止
や
手
術
の
延
期

と
い
う
人
命
に
も
か
か
わ
る
事

態
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
サ

イ
バ
ー
攻
撃
は
、
電
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
の
戦
争
の
よ
う

な
も
の
で
あ
ろ
う
▼
昔
、戦
は
、

人
間
同
士
が
刃
を
向
け
合
い
直

接
争
っ
て
い
た
。
お
互
い
相
手

が
血
を
流
し
苦
し
む
の
を
見
、

加
害
し
て
い
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
感
じ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
最
近
は
、
遠
隔
よ
り
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
、
そ
の
爆
発
の

中
で
場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど
も

な
ど
多
く
の
非
戦
闘
員
が
亡
く

な
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
な

く
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
り
、
他

者
に
対
し
加
害
し
て
い
る
と
い

う
感
覚
が
薄
れ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。そ
し
て
、サ
イ
バ
ー
攻

撃
は
攻
撃
自
体
が
目
的
で
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
欠
陥
を

見
つ
け
て
、そ
こ
を
攻
撃
す
る
。

そ
の
先
で
人
命
に
か
か
わ
ろ
う

が
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
感
じ
で
、
自
分
の
世
界
に
固

執
し
て
他
者
を
顧
み
な
い
よ
う

に
思
え
る
▼
自
分
の
考
え
に
固

執
し
て
顧
み
な
い
と
い
う
と
、

ど
こ
や
ら
の
首
相
が
思
い
浮
か

ぶ
。
国
会
を
軽
視
し
数
こ
そ
力

と
横
暴
を
続
け
よ
う
と
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
法
案
を

国
会
で
ご
り
押
し
に
通
し
、「
も

り
・
か
け
」
問
題
に
は
頬
被
り

し
会
期
を
終
了
さ
せ
た
。
天
皇

退
位
の
特
例
法
の
よ
う
に
、
議

論
し
譲
り
合
っ
て
全
会
一
致
に

も
っ
て
い
こ
う
と
す
る
国
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。 

（
門
雀
庵
）

新
年
度
に
あ
た
っ
て 

経
営
部
会

　
経
営
部
会
の
主
な
活
動
は
①

会
員
の
立
場
に
立
っ
た
共
済
制

度
の
運
営
②
医
業
経
営
の
リ
ス

ク
を
補
完
・
ド
ク
タ
ー
ラ
イ
フ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
保
険
商

品
等
の
取
扱
い
③
税
制
問
題
に

対
す
る
問
題
点
の
提
起
と
改
善

運
動
④
医
業
経
営
の
支
援
―
の

４
点
で
あ
る
。
新
年
度
に
あ
た

り
、
共
済
制
度
を
中
心
に
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
当
協
会
で
取
り
扱
う
共
済
制

度
は
数
多
く
あ
る
が
、
中
で
も

保
険
医
年
金
（
保
団
連
）、
医

師
賠
償
責
任
保
険
（
損
保
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜
）、
休
業
補
償

制
度
（
三
井
住
友
海
上
）、
そ

し
て
斡
旋
融
資
（
京
都
銀
行
）

の
4
制
度
に
力
を
入
れ
て
ご
紹

介
し
、
会
員
の
皆
様
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
保

険
医
年
金
は
1
9
6
8
年
に

京
都
で
発
足
し
た
拠
出
型
企
業

年
金
保
険
で
、
三
井
、
明
治
安

田
、
フ
コ
ク
、
日
本
、
太
陽
、

第
一
の
各
生
命
保
険
会
社
が
受

託
し
、
保
団
連
が
運
営
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
の
制
度
も
医
療

機
関
の
経
営
と
保
険
医
の
生
活

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
当

時
（
1
9
5
5
年
〜
77
年
）
の

役
員
が
各
社
と
折
衝
し
て
作
り

上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
加
入
者

に
有
利
な
運
用
と
な
る
よ
う
、

長
年
の
交
渉
に
よ
り
常
に
改
善

に
努
め
て
い
る
。

　
共
済
制
度
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
府
内
各
地
区
医
師
会
の

　
協
会
と
有
限
会
社
ア
ミ
ス
は

会
員
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
を
準
備
し
て
い

る
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
お
役
に
立
て
る
物
が

あ
れ
ば
、
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
。

　
医
業
経
営
に
係
る
大
き
な
問

題
と
し
て
、
2
0
1
6
年
1
月

よ
り
実
施
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
あ
る
。
協
会
は
医

療
機
関
の
負
担
増
、
個
人
情
報

漏
え
い
の
危
険
性
な
ど
問
題
山

積
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
会
員

に
は
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
収
集
や
確
定
申
告
書
へ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
は
必
ず
し
も

必
要
と
し
な
い
こ
と
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
き
た
。
し
か
し
、

国
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
普
及
さ

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
住
民
税

の
「
特
別
徴
収
額
決
定
通
知

書
」
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
、
会
員
の
署
名
へ
の
ご

協
力
も
得
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
運

動
を
行
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
て

し
ま
っ
た
（
関
連
4
面
）。
さ

ら
に
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
民

間
企
業
等
に
も
活
用
さ
せ
る
動

き
を
見
せ
て
い
る
た
め
、
今
後

も
注
視
が
必
要
で
あ
り
、
会
員

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
消
費
税
は
10
％
へ
の
引
き
上

げ
が
不
透
明
な
状
況
に
な
っ
て

き
た
が
、
損
税
問
題
の
早
期
解

決
の
た
め
、
会
員
の
皆
様
か
ら

も
ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

ご
協
力
を
得
て
「
金
融
共
済
委

員
会
」
を
月
に
1
度
開
催
。
加

入
か
ら
支
払
い
に
伴
う
審
査
を

行
い
、
委
員
か
ら
は
公
正
・
中

立
の
立
場
を
守
り
つ
つ
、
会
員

に
寄
り
添
っ
た
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

関
係
各
社
の
決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
経
営
状
態
の
確
認
も
行
っ

て
い
る
。 保険医が自ら作った共済制度

医業経営と生活安定の一助に

副
理
事
長  

内
田 

亮
彦

地
域
医
療
を
き
く
!（
舞
鶴
・
和
束
） 

（
2
面
）

社
会
保
障
の
さ
ら
な
る
抑
制 

骨
太
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（
2
面
）

薬
価
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

（
3
面
）

主な内容

第70回 定期総会 ご案内
七条通

八条通

塩小路通

烏
丸
通

河
原
町
通

堀
川
通

JR東海道本線

JR東海道新幹線

近鉄京都線

リーガロイヤル
ホテル京都

京都駅

〈総会講演会・内容要旨〉
　日本は総人口の26.6％が65歳以上、０歳から14歳までの子どもが
12.5％の超高齢少子化社会に入りました。しかし、問題は、子ども
の数が少ないことだけではありません。社会が、子どもを大切にして
いないことのほうがより大きな問題です。児童相談所への虐待通告件
数が年間10万件を超え、小中学生の不登校は12万人、引きこもりは
50万人と推計されています。子ども時代は、大人になって自分自身
の人生を作っていくときの背骨を作る時代です。日本には、「子どもは宝」という言葉があります
が、社会から見て宝だけではなく、子ども時代は、その人の人生にとっても宝です。子どもが子ど
も時代を豊かに育つために、私達ができることを皆さんと考えたいと思います。

（第193回 定時代議員会合併）

会員  1,000円
家族・従業員  5,000円

懇親会参加費

※開始時間が例年より遅くなっておりますので、ご留意下さい。

•2016年度活動報告ならびに決算報告
•2017年度活動方針（案）ならびに予算（案）等

日 時 7月30日（日）午後２時～７時30分
場 所 リーガロイヤルホテル京都 2 階 「春秋の間」 （下京区東堀川通塩小路下ル）

 演題：輝く子ども時代のために
 演者：都大路法律事務所

弁護士　安保 千秋 氏

•スタンダードジャズ演奏：ボーカル　中川 さつき
•福引き
•（株）アミスセレクト、
　アミスネットショップの即売会、
　被災地支援物産展も行います

今年も、定期総会に続いて講演会
と懇親会を開催します。講演会と
懇親会は、会員間の懇親を深める
とともに、ご家族や従事者の方々
にもご参加いただき、保険医協会
に対する理解をより一層深めてい
ただくことを目的としています。
参加申し込みは、準備の都合上、
7月21日（金）までとさせていた
だきますので、お送りした往復ハ
ガキの返信用でお申し込み下さい。

総会議案書は
７月中旬にお
届けします。
当日ご持参下
さい。

　被災地支援物産展も行います
東日本大震災

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 6 月 2 5 日 第 3 0 0 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp　　　アミスサイト：http://amis.kyoto

銷
夏
特
集
号
へ
の

会
員
の
投
稿
募
集

　
会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、

な
ん
で
も
結
構
で
す
。
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
締
切
は
7
月
3
日（
月
）
に
延
長
。

午後2時　
　～4時

総 会

午後4時15分
～5時30分

講演会

午後5時40分
～7時30分

懇親会

Ⓒもへろん



　
「
共
謀
罪
」
の
趣
旨
を
含
む

改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
が
6

月
15
日
朝
、
参
院
本
会
議
で
自

民
、
公
明
の
与
党
と
日
本
維
新

の
会
の
賛
成
多
数
で
可
決
成

立
。
与
党
は
参
院
法
務
委
員
会

で
の
審
議
を
打
ち
切
り
、
参
院

本
会
議
で
直
接
採
決
す
る
「
中

間
報
告
」
を
強
行
し
た
。
こ
れ

に
対
し
協
会
は
同
日
、「『
共
謀

罪
』
成
立
強
行
に
抗
議
、
断
固

廃
案
を
求
め
る
」
理
事
長
談
話

を
発
表
。
翌
日
の
朝
日
・
京
都

2
紙
が
報
じ
た
。

　
談
話
は
、
審
議
の
過
程
で

「
一
般
人
は
対
象
に
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
た
答
弁
が
一
転
し

て
「
あ
り
得
る
」
と
な
る
な
ど

捜
査
機
関
に
よ
る
恣
意
的
な
運

　
同
時
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
成

長
戦
略
＝「
未
来
投
資
戦
略
」
に
は
、
対
面
診
療
と
組
み
合
わ

せ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
遠
隔

梅
原 

秀
樹 

医
師

柳
澤
　
衛 

医
師

「
遠
隔
診
療
」
次
期
改
定
で
評
価

 

未
来
投
資
戦
略

同
時
改
定
は 「
国
民
負
担
の
抑
制
」 の

観
点
踏
ま
え 

財
政
審

用
や
監
視
の
強
化
な
ど
の
お
そ

れ
は
か
え
っ
て
強
ま
っ
て
い
る

と
指
摘
。
国
連
特
別
報
告
者
か

ら
の
懸
念
に
も
ま
と
も
に
答
え

ず
、
数
の
力
で
議
論
を
封
じ
、

異
例
の
手
続
き
で
幕
を
引
く
こ

と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

く
、
加
計
学
園
な
ど
数
々
の
疑

惑
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
と

の
謗
り
を
免
れ
な
い
と
批
判
。

　
国
民
監
視
で
思
想
の
自
由
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
脅
か
さ
れ
、

市
民
の
国
に
対
す
る
発
言
や
行

動
を
萎
縮
さ
せ
る
よ
う
な
社
会

を
私
た
ち
は
望
ん
で
い
な
い
と

述
べ
、
手
続
き
に
お
い
て
も
内

容
に
お
い
て
も
問
題
の
多
い
こ

の
法
案
の
成
立
強
行
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
廃
案
を
求
め
た
。

　
京
都
府
が
取
り
ま
と
め
た

「
地
域
に
お
け
る
主
な
課
題
と

対
策
―
地
域
保
健
医
療
協
議
会

に
お
け
る
検
討
」（
2
0
1
3

年
3
月
）
で
、
山
城
南
医
療
圏

の
医
師
・
診
療
科
の
不
足
状
況

と
し
て
診
療
所
・
病
院
・
医
療

施
設
従
事
医
師
・
看
護
師
等
す

べ
て
が
不
足
し
て
い
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
圏
域
東

部
地
域
（
和
束
町
・
笠
置
町
・

南
山
城
村
）
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
と
の
指
摘
も
あ
り
、
こ
の

点
に
つ
い
て
柳
澤
氏
に
お
聞
き

し
た
。

　
柳
澤
氏
は
、
以
前
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
病
床
数
の
不
足
、
医
師
の

不
足
な
ど
で
住
民
は
医
療
圏
を

超
え
て
、
主
に
奈
良
に
流
出
し

て
い
る
。
こ
の
圏
域
は
、
特
養

で
の
死
亡
数
が
多
く
、
先
進
的

性
期
を
担
う
病
院
が
少
な
い
た

め
、
開
業
医
が
そ
の
部
分
を
担

い
、
ま
た
延
長
線
上
で
在
宅
を

担
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

開
業
医
の
人
手
も
十
分
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
地
方
で
あ
っ

て
も
患
者
は
専
門
医
志
向
、
大

病
院
志
向
で
、
ニ
ー
ズ
と
の
折

り
合
い
も
難
し
い
。

　
和
束
町
は
老
々
介
護
ば
か
り

で
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
。
こ
の
圏

域
は
地
域
偏
在
が
顕
著
で
、
圏

域
東
部
は
在
宅
そ
の
も
の
が
成

立
し
に
く
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
に
か
く
、
社
会
資
源
が

何
も
か
も
足
り
な
い
状
態
だ
と

述
べ
た
。

　在宅医療が推進され、地域完結型医療
が目指される中、京都府内それぞれの地
域の医療現場で抱える課題や実情を聞こ
うと、インタビューを行った。まずはじ
めに、舞鶴市の梅原秀樹医師（舞鶴・梅
原医院）と和束町の柳澤衛医師（相楽・
柳沢活道ヶ丘診療所）を訪問した。

　
2
0
1
6
年
4
月
9
日
に
開

催
し
た
舞
鶴
医
師
会
と
の
懇
談

会
で
、
舞
鶴
の
病
院
の
整
備
は

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
常
勤
専

門
医
が
減
少
。
医
療
の
重
要
な

部
分
が
空
洞
化
し
て
お
り
、
患

者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
病

院
の
病
床
が
空
床
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
な
ど
、
医
師
不
足

を
懸
念
す
る
声
が
出
て
い
た
。

そ
の
後
の
地
域
の
状
況
を
会
長

の
梅
原
氏
に
お
聞
き
し
た
。

　
梅
原
氏
は
傾
向
と
し
て
は
以

前
と
同
じ
で
、
舞
鶴
地
域
で
は

開
業
医
数
は
微
増
傾
向
だ
が
、

病
院
勤
務
の
医
師
数
は
減
少
傾

向
の
ま
ま
。
各
病
院
が
医
師
確

保
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
状

態
だ
。
特
に
小
児
科
医
の
不
足

が
問
題
で
、
舞
鶴
市
に
あ
る
三

つ
の
病
院
の
う
ち
、
舞
鶴
赤
十

字
病
院
が
小
児
科
医
0
人
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
舞
鶴
市
が

休
日
急
病
診
療
の
対
応
を
病
院

に
お
願
い
し
、
輪
番
当
番
制
を

敷
い
て
い
た
が
、
現
状
は
回
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
舞
鶴
医
師
会
に
も
声

　
政
府
は
6
月
9
日
の
臨
時
閣

議
で
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
2
0
1
7
」（
骨

太
方
針
）
お
よ
び
、「
未
来
投

資
戦
略
」「
規
制
改
革
実
施
計

画
」
を
決
定
し
た
。

　
骨
太
方
針
で
は
、「
集
中
改

革
期
間
」
の
最
終
年
度
に
あ
た

る
18
年
度
も
手
綱
を
緩
め
る
こ

と
な
く
、
社
会
保
障
の
効
率
化

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

明
記
。「
経
済
・
財
政
再
生
計

画
」（
15
年
決
定
）
に
掲
げ
た

44
の
改
革
項
目
に
つ
い
て
改
革

工
程
表
に
沿
っ
て
着
実
な
実
行

を
求
め
た
。
社
会
保
障
費
の
伸

び
を
5
0
0
0
億
円
に
抑
制
す

る
こ
と
や
「
工
程
表
」
に
含
ま

れ
る
患
者
負
担
増
な
ど
の
直
接

記
載
は
な
い
が
、
折
り
込
み
済

み
と
い
う
こ
と
だ
。

　
18
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
定
に
お
い
て
は
、
病
床
の

機
能
分
化
・
連
携
を
さ
ら
に
後

押
し
す
る
た
め
、
報
酬
水
準
、

算
定
要
件
な
ど
入
院
基
本
料
の

あ
り
方
や
介
護
医
療
院
の
介
護

報
酬
・
施
設
基
準
の
あ
り
方
等

を
検
討
す
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
①
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
に
お
い
て
個
別
の
病
院

名
や
転
換
す
る
病
床
数
等
の
具

体
的
対
応
方
針
の
策
定
に
向

け
、
2
年
間
程
度
で
集
中
的
な

検
討
を
促
進
②
病
床
の
機
能
分

化
・
再
編
が
進
ま
な
い
場
合
に

都
道
府
県
知
事
が
そ
の
役
割
を

適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
権

限
の
あ
り
方
に
つ
い
て
速
や
か

に
検
討
③
病
院
の
外
来
受
診
時

の
定
額
負
担
に
つ
い
て
選
定
療

養
に
よ
る
定
額
負
担
の
対
象
見

直
し
を
含
め
検
討
し
、
17
年
度

末
ま
で
に
結
論
④
国
保
の
普
通

調
整
交
付
金
に
つ
い
て
、
医
療

費
適
正
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
効
か
せ
る
観
点
か
ら
地
域
差

に
関
す
る
調
整
・
配
分
の
あ
り

方
を
検
証
し
見
直
し
を
検
討
⑤

市
町
村
の
法
定
外
一
般
会
計
繰

入
れ
の
計
画
的
な
削
減
・
解
消

を
促
す
⑥
看
護
師
の
特
定
行
為

の
範
囲
拡
大
な
ど
を
議
論
し
、

業
務
の
移
管
や
共
同
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
複
数
医
師
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
診
療
や
遠
隔
診
療

支
援
等
の
へ
き
地
に
勤
務
す
る

医
師
の
柔
軟
な
働
き
方
を
支
援

す
る
な
ど
抜
本
的
な
地
域
偏

在
・
診
療
科
偏
在
対
策
を
検
討

―
な
ど
を
列
記
し
た
。

　
薬
価
制
度
に
つ
い
て
、
①
費

用
対
効
果
評
価
の
本
格
導
入
②

全
品
対
象
の
毎
年
薬
価
調
査
と

そ
の
結
果
に
基
づ
く
薬
価
改
定

③
新
薬
創
出
・
適
応
外
薬
解
消

等
促
進
加
算
制
度
は
革
新
性
の

あ
る
医
薬
品
等
に
対
象
を
絞
る

等
に
よ
り
革
新
的
新
薬
創
出
を

促
進
し
つ
つ
国
民
負
担
を
軽
減

④
病
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者

等
に
対
し
、
医
師
の
指
示
に
基

づ
く
リ
フ
ィ
ル
処
方
の
推
進
を

検
討
⑤
20
年
9
月
ま
で
に
後
発

品
の
使
用
割
合
を
80
％
と
し
、

で
き
る
限
り
早
期
の
達
成
を
目

指
し
て
さ
ら
な
る
使
用
促
進
策

を
検
討
―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
素
案
の
段
階
で
は
、
長
期

収
載
品
の
保
険
給
付
額
を
後
発

品
の
平
均
額
ま
で
下
げ
て
超
過

分
を
全
額
患
者
負
担
と
す
る
こ

と
や
、
長
期
収
載
品
の
薬
価
自

体
を
後
発
品
の
価
格
ま
で
引
き

下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を

求
め
て
い
た
が
、
調
整
過
程
で

削
除
さ
れ
た
。

診
療
の
実
施
を
18
年
度
診
療
報

酬
改
定
で
評
価
す
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｉ
利
活
用
に
つ
い
て
も
次
期

以
降
の
診
療
報
酬
改
定
等
で
の

評
価
を
目
指
す
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
財
務
相
の
諮

問
機
関
で
あ
る
財
政
制
度
等
審

議
会
が
5
月
25
日
、
骨
太
方
針

に
向
け
て
建
議
を
と
り
ま
と
め

て
い
る
。
18
年
度
の
同
時
改
定

に
つ
い
て
は
、
①
賃
金
や
物
価

に
比
べ
て
診
療
報
酬
本
体
が
伸

び
続
け
て
お
り
、
②
「
国
民
負

担
の
抑
制
と
い
っ
た
観
点
も
踏

ま
え
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
」
が
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
の
評
価
が
恣
意
的
と
日

医
が
批
判
。
②
の
よ
う
な
一
方

的
な
喧
伝
に
も
警
戒
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

に
特
養
で
看
取
り
を
行
っ
て

い
る
。
病
院
の
絶
対
数
が
少

な
い
た
め
、
こ
の
対
策
と
し

て
施
設
職
員
と
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
通
し
て
、
家
族
と

と
も
に
「
施
設
で
の
看
取

り
」を
認
め
た
こ
と
か
ら
、

多
く
な
っ
た
。
回
復
期
、
慢

が
か
か
り
、
小
児
科
を
標
榜

し
て
い
る
開
業
医
の
協
力
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
の

と
こ
ろ
医
師
不
足
が
原
因
で

医
療
圏
を
超
え
て
搬
送
と
い

う
事
態
は
少
な
く
、
何
と
か

圏
域
内
で
対
応
で
き
て
は
い

る
が
、
こ
の
ま
ま
減
少
す
れ

ば
ど
う
な
る
か
。

　
舞
鶴
市
で
の
在
宅
医
療
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
、
な
ん
と

か
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
状
態
。

孤
独
死
な
ど
の
事
例
は
あ
ま
り

聞
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

担
う
医
師
が
増
え
て
い
る
と

い
っ
た
感
じ
は
受
け
な
い
。

　
舞
鶴
の
病
院
再
編
で
は
、
各

病
院
の
協
力
の
も
と
バ
ス
の
運

行
を
行
う
な
ど
、
有
機
的
に
つ

な
ご
う
と
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出

し
合
い
構
想
を
練
っ
て
い
る
状

況
だ
。
市
も
積
極
的
に
考
え
て

お
り
、
今
後
議
論
が
つ
ま
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
下
京
西
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

無
投
票
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
1
9
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
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司

予
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正
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選
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の
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会
保
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小
児
科
医
減
少
に
危
機
感

舞鶴編

何
も
か
も
が
足
り
な
い
！

和束編



　
協
会
は
、
眼
科
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
府
眼
科
医
会

と
の
共
催
で
、
4
月
22
日
に
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

た
。
京
都
府
眼
科
医
会
保
険
医
療
委
員
会
委
員
長
の
松
本

康
宏
氏
に
よ
る
「
保
険
点
数
の
留
意
事
項
と
最
近
の
審
査

事
情
」
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
参
加
は
84
人
。

　
最
初
に
保
険
医
協
会
の
垣
田

理
事
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
そ
の
中
で
眼
科
保
険
診
療

上
の
問
題
点
も
示
さ
れ
た
。
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
後
は
初

診
料
が
算
定
で
き
な
い
事
や
、

白
内
障
手
術
料
が
下
が
っ
て
い

く
点
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に

対
し
て
は
今
後
厚
労
省
に
働
き

か
け
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
に
眼
科
医
会
の
松
本
康
宏

理
事
か
ら
、
保
険
者
か
ら
の
再

審
査
事
例
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
要
約
す
る
と
、
①

「
近
視
」
の
病
名
で
眼
筋
機
能

精
密
検
査
は
算
定
で
き
な
い
。

「
斜
視
」や「
弱
視
」の
病
名
が

要
る
。
②
「
近
視
性
乱
視
」
で

は
角
膜
形
状
解
析
は
算
定
で
き

な
い
。「
円
錐
角
膜
」
や
「
外

傷
性
角
膜
穿
孔
術
後
」
な
ど
の

病
名
が
要
る
。
③
「
狭
隅
角
」

で
は
眼
底
三
次
元
画
像
解
析
は

算
定
で
き
な
い
。
網
膜
、
視
神

経
の
病
名
が
要
る
。
④
細
菌
培

養
同
定
検
査
を
両
眼
に
し
て
も

一
回
分
し
か
算
定
で
き
な
い
。

⑤
「
偽
落
屑
症
候
群
」
の
病
名

で
は
視
野
検
査
は
算
定
で
き
な

い
。「
高
眼
圧
」
や
「
緑
内
障
」

の
病
名
が
要
る
。
⑥
眼
処
置
を

算
定
す
る
に
は
眼
帯
あ
る
い
は

罨
法
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ

「
眼
帯
」「
罨
法
」
と
注
記
し
た

方
が
良
い
。

　
⑦
「
流
行
性
角
結
膜
炎
」
で

偽
膜
除
去
し
て
結
膜
異
物
除
去

を
算
定
す
る
に
は「
偽
膜
除
去
」

の
注
記
が
必
要
。
⑧
霰
粒
腫
切

除
術
時
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
Ｐ
Ａ

は
5
ml
、
タ
リ
ビ
ッ
ド
な
ど
の

点
眼
、
軟
膏
は
1
ml
、
1ｇ
ま

で
の
使
用
が
原
則
で
、
こ
れ
以

上
の
場
合
は
注
記
が
必
要
。
⑨

涙
点
プ
ラ
グ
挿
入
術
に
は
「
乾

性
角
結
膜
炎
」
あ
る
い
は

「
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
」
の

病
名
が
必
要
で
、「
ド
ラ
イ
ア

イ
」
は
不
可
。
⑩
白
内
障
手
術

時
、
呼
吸
心
拍
監
視
は
算
定
不

可
。
全
科
と
も
局
麻
で
は
不

可
。
た
だ
し
非
観
血
的
連
続
血

圧
測
定
は
算
定
可
。
⑪
「
黄
斑

浮
腫
」
で
ブ
ロ
ナ
ッ
ク
は
不

可
。
炎
症
性
疾
患
の
病
名
が
必

要
。
⑫
ジ
ク
ア
ス
、
ム
コ
ス

タ
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
に
は

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
あ
る
い
は

「
乾
性
角
結
膜
炎
」
の
病
名
が

必
要
。「
涙
液
分
泌
減
少
症
」

は
不
可
。
⑬
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性

結
膜
炎
」
で
、
ス
テ
ロ
イ
ド
・

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬
と
同
時

処
方
の
抗
菌
剤
は
算
定
可
。

　
⑭
青
本
に
は
「
患
者
が
任
意

に
診
療
を
中
止
し
た
場
合
、
1

月
以
上
経
過
し
た
後
に
は
初
診

と
し
て
取
り
扱
う
」
と
さ
れ
て

い
る
が
、「
同
一
の
疾
病
ま
た

は
負
傷
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る

場
合
は
、
初
診
と
し
て
取
り
扱

わ
な
い
」
と
も
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
数
カ
月
後
の
受
診

時
、
初
診
料
を
算
定
す
る
な

ら
、
傷
病
名
や
カ
ル
テ
に
初
診

の
根
拠
と
な
る
も
の
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

前
回
と
全
く
同
じ
病
名
、
診
療

内
容
で
は
初
診
算
定
は
困
難
で

あ
る
。
⑮
黄
斑
浮
腫
に
対
し
て

マ
キ
ュ
エ
イ
ド
テ
ノ
ン
嚢
下
注

射
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合

「
黄
斑
浮
腫
」
の
病
名
が
必
要

で
あ
る
。（
西
陣
・
辻
　
俊
明
）

眼
科
の
再
審
査
事
例
を
紹
介

眼
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

講師の松本氏

　
京
都
市
が
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
終
活
〜
人
生
の
終
末
期
に
向

け
て
の
備
え
〜
」
と
終
末
期
医

療
の
「
事
前
指
示
書
」
を
市
民

に
配
布
し
た
こ
と
を
受
け
、
協

会
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
撤
回

と
回
収
を
求
め
る
声
明
を
5
月

30
日
に
発
表
。
6
月
2
日
に
は

京
都
新
聞
で
こ
の
声
明
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
し
た
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
が
、
こ

の
問
題
を
特
集
。
渡
邉
賢
治
副

理
事
長
が
取
材
を
受
け
、
6
月

8
日
に
報
道
さ
れ
た
。
番
組
で

渡
邉
副
理
事
長
は
「
自
分
が
病

気
に
な
り
、
命
の
期
限
が
決
め

ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
と
き
に

初
め
て
残
さ
れ
た
命
を
ど
う
生

き
よ
う
か
考
え
る
の
で
は
な
い

か
。
病
状
に
合
わ
せ
て
、
答
え

は
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
」

「
国
が
進
め
て
い
る
医
療
費
抑

制
の
中
で
、『
終
末
期
医
療
は

お
金
が
か
か
る
』
と
誘
導
さ
れ

て
い
く
懸
念
を
強
く
持
っ
て
い

る
」
と
発
言
し
、
懸
念
を
表
明

し
た
。

　
協
会
は
代
議
員
に
対
し
て
、

①
薬
価
の
毎
年
改
定
が
実
施
さ

れ
た
場
合
の
影
響
②
毎
年
改
定

へ
の
意
見
③
厚
労
省
の
薬
価
決

定
プ
ロ
セ
ス
―
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
主
な
診

療
科
は
内
科
系
19
人
（
54
％
）、

外
科
系
15
人（
43
％
）で
あ
っ

た
。毎

年
改
定
に
つ
い
て
は

「
反
対
」
が
4
割

　
2
0
1
8
年
度
以
降
、
通
常

の
改
定
に
当
た
ら
な
い
「
谷
間

の
年
」
に
お
い
て
、
薬
価
と
実

勢
価
格
の
乖
離
が
大
き
い
品
目

に
絞
っ
て
薬
価
を
引
き
下
げ
る

方
向
で
調
整
し
て
い
る
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
医
療
費
の
う
ち

薬
剤
費
が
1
9
0
0
億
円
削
減

　
平
均
11
万
7
5
0
0
円
〜
17

万
2
5
0
0
円
。
最
小
値
2
万

円
〜
3
万
円
。
最
高
値
20
万
円

〜
30
万
円
。「
直
近
5
回
の
改

定
に
お
け
る
平
均
」
は
2
人
が

回
答
。
平
均
17
万
5
0
0
0
円

で
あ
っ
た
。

　
次
に
、（
2
）
仮
に
薬
価
改

定
が
毎
年
実
施
さ
れ
た
場
合
、

薬
価
引
き
下
げ
に
よ
り
、
在
庫

薬
剤
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
か
に

つ
い
て
、
1
人
が
回
答
し
、
20

万
円
で
あ
っ
た
。

　
2
年
ご
と
の
薬
価
改
定
よ
り

ダ
メ
ー
ジ
を
比
較
し
た
場
合
で

は
、「
分
か
ら
な
い
」
が
14
人

（
70
％
）、「
大
き
く
な
る
」
が

5
人
（
25
％
）
で
あ
っ
た
（
図

1
）。

　
（
3
）
全
て
の
方
に
、
薬
価

の
毎
年
改
定
を
ど
う
考
え
る
か

を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
分
か

ら
な
い
」
が
16
人
（
46
％
）、

「
反
対
」
が
15
人
（
43
％
）、

「
賛
成
」
が
2
人
（
6
％
）
で

あ
っ
た
（
図
2
）。

で
き
る
と
試
算
さ
れ
る
一
方

で
、
医
療
機
関
、
薬
局
は
在
庫

価
値
の
減
少
で
経
済
的
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
代
議
員

の
実
状
を
訊
い
た
。

　
投
薬
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

16
人
（
46
％
）
が
「
主
に
院
内

処
方
」、15
人（
43
％
）
が
「
主

に
院
外
処
方
」、
4
人
（
11
％
）

が
「
半
分
半
分
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
主
に
院
内
処

方
」、「
半
分
半
分
」
と
答
え
た

方
に
、
以
下
質
問
し
た
。

　
（
1
）
従
来
の
2
年
に
1
回

の
薬
価
改
定
で
、
薬
価
引
き
下

げ
に
よ
り
、
在
庫
薬
剤
が
ど
の

程
度
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
か
に
つ
い
て
、
4
人
が
回

答
し
た
。

　
昨
年
末
に
行
っ
た
京
都
府
薬

剤
師
会
と
の
懇
談
会
で
は
、
毎

年
の
改
定
は
困
る
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
今
後
、
対
象
薬

が
全
体
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
協
会
と
し
て

も
、
医
療
機
関
に
負
担
を
強
い

る
毎
年
の
薬
価
改
定
に
は
反
対

す
る
。

薬
価
改
定
プ
ロ
セ
ス
の

公
開
を
求
め
る
意
見
多
く

　
薬
事
承
認
前
の
新
薬
の
審
査

を
担
う
の
は
P
M
D
A
（
独

立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
）
と
い
う
厚
労
省
の

外
局
で
あ
り
、
薬
事
承
認
さ
れ

る
と
90
日
以
内
に
自
動
的
に
薬

価
収
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
保
険
局
医
療

課
の
「
薬
価
算
定
組
織
」
が
薬

事
承
認
さ
れ
た
薬
に
「
仮
薬

価
」
を
つ
け
、
中
医
協
で
承
認

さ
れ
る
。
こ
の
「
薬
価
算
定
組

織
」
の
議
事
録
は
存
在
し
な
い

と
厚
労
省
は
説
明
し
て
お
り
、

協
会
は
16
年
末
、「
薬
価
算
定

組
織
」
の
議
事
録
、
議
事
次

第
、
出
席
者
名
簿
、
資
料
の
全

て
を
情
報
公
開
す
る
よ
う
求
め

た
が
、
議
事
録
は
公
開
さ
れ
な

か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
不
存
在

で
あ
る
と
も
明
記
さ
れ
な
か
っ

た
（
そ
の
た
め
、
現
在
、
厚
労

大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
提

出
し
て
い
る
）。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
薬
価
算
定

組
織
の
議
事
録
が
存
在
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
代
議
員
の
考

え
を
質
問
し
た
。

　
「
議
事
録
を
作
成
し
、
原
則

公
開
す
べ
き
」
が
20
人
（
57

％
）、「
議
事
録
は
作
成
す
る

が
、
企
業
機
密
に
関
す
る
部
分

は
公
開
し
な
い
」
が
11
人
（
31

％
）、「
分
か
ら
な
い
」
が
4
人

（
11
％
）、「
議
事
録
の
作
成
は

従
来
通
り
必
要
な
い
」
が
0
人

で
あ
っ
た
（
図
3
）。

　
ま
た
、
厚
労
省
の
薬
価
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
情
報
公
開
に
つ
い

て
、
代
議
員
の
考
え
を
質
問
し

た
。

　
「
個
人
情
報
・
企
業
機
密
を

勘
案
し
つ
つ
情
報
公
開
す
べ

き
」
が
17
人
（
49
％
）、「
も
っ

と
情
報
公
開
す
べ
き
」
が
13
人

（
37
％
）、「
分
か
ら
な
い
」
が

4
人
（
11
％
）、「
情
報
公
開
に

馴
染
ま
ず
現
行
の
対
応
で
も
や

む
を
得
な
い
」
が
1
人
（
3

％
）
で
あ
っ
た
（
図
4
）。

　
協
会
は
保
団
連
と
と
も
に
、

高
薬
価
の
適
正
化
に
努
力
し
た

い
。 

終活リーフで
議論巻き起こる

京
都
市

終末期が低医療費政策に
巻き込まれることを懸念

Ｍ
Ｂ
Ｓ
「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
渡
邉
副
理
事
長

代議員月例
アンケート100

対
象
者
＝
代
議
員
91
人
、
回
答
数
35
（
回
答
率
38
％
）

調
査
期
間
＝
2
0
1
7
年
4
月
18
日
〜
30
日

薬
価
改
定
の
仕
組
み
と
毎
年
改
定
に
つ
い
て

分からない11.4％

議事録は作成
するが、企業
機密に関する
部分は公開し
ない 31.4％

議事録を作成
し、原則公開
すべきである

57.1％

分からない11.4％
情報公開に馴染ま
ず現行の対応でも
やむを得ない 2.9％

個人情報・企業機密を
勘案しつつ情報公開すべき
48.6％

もっと情報
公開すべき

37.1％

未回答 5.0％

分からない
70.0％

大きくなる
25.0％

未回答 5.7％

分からない
45.7％ 賛成 5.7％

反対 42.9％

図 1  2 年毎の薬価改定より
ダメージは？ 　

図 2  薬価の毎年改定について

図 3  薬価算定組織の議事録が
　　 存在しないことについて

図 4  厚労省の薬価決定プロセスについて

日常診療にすぐに役立つ

保険請求関連書籍等のご案内
届出医療等の
活用と留意点
（2016年度～
 2017年度版）

在宅医療点数
の手引
（2016年度改定版）

社会保険診療提要
（2016年4月/2017年4月増補版）

送料別（税込）4,650円 5,000円 3,000円

保険診療を行う上でな
くてはならない 1冊。
2016年の改定後に出さ
れた疑義解釈や訂正通
知を盛り込んでいます。
（写真は2016年版）

リニューアル

2016年4月/
2017年4月
増補版

お申込は協会保険部会まで

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 6 月 2 5 日 第 3 0 0 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



二
極
化
す
る
医
院
経
営

　
16
年
分
確
定
申
告
を
振
り
返

る
と
、
収
入
・
所
得
増
の
医
療

機
関
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
収

入
・
所
得
減
に
な
っ
た
医
療
機

関
が
多
か
っ
た
。
診
療
科
目
の

違
い
や
院
長
の
高
齢
化
も
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
利
用
者
が
大
幅
に
増
加
し

た
。
医
療
機
関
は
、
他
業
種
と

比
較
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
件
数

と
金
額
が
明
ら
か
に
多
い
。
制

度
趣
旨
を
完
全
に
逸
脱
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
た
。

税
務
調
査
は
減
少
傾
向

　
税
務
調
査
は
年
に
数
回
程

で
、
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
他

業
種
で
も
少
な
い
。
調
査
官
の

多
忙
や
調
査
手
続
き
の
煩
雑
さ

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
い
経
済
状
況
も
見
受
け
ら
れ

る
。
最
低
賃
金
や
他
業
種
賃
金

を
意
識
し
た
求
人
時
給
の
設
定

や
雇
用
条
件
の
整
備
が
必
要
に

な
る
。
従
業
員
に
長
く
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
院
内
の
人

間
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
も

重
要
と
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
扱
い
に
苦
慮

　
16
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書

類
の
提
出
時
に
、
本
人
等
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
が
必
要
に

な
っ
た
。
医
療
機
関
、
税
理
士

と
も
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、
安

全
管
理
の
負
担
や
情
報
漏
え
い

の
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
。
通
知

カ
ー
ド
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に

入
れ
て
気
軽
に
持
っ
て
来
る
方

も
い
た
。
税
務
署
に
よ
っ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
無
記
載
書
類
の

受
取
り
対
応
が
異
な
り
、
厳
し

く
指
摘
す
る
税
務
署
と
そ
う
で

な
い
税
務
署
が
あ
っ
た
。
住
民

税
の
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
る

問
題
に
つ
い
て
、
実
務
作
業
時

に
事
業
主
か
ら
税
理
士
が
通
知

書
を
預
か
る
際
は
、
手
渡
し
か

ら
書
留
送
付
に
変
更
し
、
情
報

漏
え
い
の
防
止
に
努
め
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
5
月
よ
り
事
業
者
に
送
付
さ

れ
た
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
税
特

別
徴
収
額
の
決
定
通
知
書
に
お

い
て
、
全
国
の
自
治
体
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
個
人
情
報
を

第
三
者
が
知
り
う
る
状
態
に
な

る
誤
送
付
が
報
告
さ
れ
た
。
京

都
で
も
、
京
都
市
（
2
事
業
所

3
人
分
）、
宮
津
市
（
4
事
業

所
9
人
分
）、
向
日
市
（
2
事

業
所
4
人
分
）、京
田
辺
市（
2

事
業
所
2
人
分
）
で
、
誤
送
付

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
6

月
7
日
現
在
）。
京
都
に
お
け

る
誤
送
付
は
郵
便
に
よ
る
誤
配

達
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
送
付

前
の
作
業
に
よ
る
送
付
先
や
事

業
所
番
号
の
誤
入
力
な
ど
に
よ

　
協
会
は
4
月
19
日
、
協
会
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
4
人
の
税
理
士
と
懇
談
し
、

①
16
年
分
確
定
申
告
の
状
況
②
16
年
度
税
務
調
査
の
動
向
③
最
近
の
雇
用
問
題
に
か
か
る

ト
ラ
ブ
ル
事
例
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
―
を
中
心
に
意
見
交
換
し
た
。
ま
た
、
協
会
の
共
済

制
度
へ
の
理
解
お
よ
び
会
員
か
ら
の
相
談
時
に
お
け
る
体
制
や
各
種
講
習
会
等
の
事
業
に

つ
い
て
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。
税
理
士
か
ら
の
主
な
報
告
は
、
以
下
の
通
り
。

　
北
田
氏
よ
り
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
を

患
っ
た
夫
が
胃
瘻
の
ボ
タ
ン
交

換
で
入
院
し
た
際
に
起
こ
っ
た

医
療
事
故
（
人
工
呼
吸
器
の
ガ

イ
ド
ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
が
外
れ

る
）
に
つ
い
て
、
事
故
発
症
時

か
ら
の
病
院
の
対
応
や
患
者
家

族
の
心
情
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　
今
回
の
事
故
の
背
景
は
、
看

護
師
が
人
口
呼
吸
器
の
ガ
イ
ド

ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
が
外
れ
て
い

た
こ
と
に
気
が
付
か
な
い
ま
ま

痰
の
吸
引
が
必
要
だ
と
判
断

し
、
吸
引
を
続
け
た
結
果
、
酸

素
飽
和
度
の
低
下
を
招
き
、
そ

の
後
低
酸
素
状
態
に
陥
り
2
カ

月
後
に
死
亡
。
北
田
氏
は
事
故

の
問
題
点
と
し
て
、
患
者
が
意

思
伝
達
装
置
で
「
胸
を
押
し

て
」
と
打
刻
す
る
な
ど
苦
し
さ

を
訴
え
て
お
り
、
ま
た
人
工
呼

吸
器
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
る
点
を
考
慮
す
る
と
ア
ン

ビ
ュ
ー
で
の
手
動
換
気
へ
の
切

り
替
え
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
時
の
伝

達
方
法
や
申
し
送
り
の
不
備
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な

り
、
看
護
師
は
ス
ク
イ
ー
ジ
ン

グ
の
方
法
を
選
択
し
た
こ
と
が

事
故
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
と

指
摘
。
病
院
側
も
そ
の
事
実
を

認
め
、
速
や
か
な
謝
罪
と
事
故

の
経
過
や
原
因
究
明
お
よ
び
再

発
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
た
め
、
病
院
が
起
こ

し
た
事
故
は
許
せ
な
い
が
、

「
正
直
に
被
害
者
家
族
に
向
き

合
う
」
と
い
う
病
院
側
の
誠
実

な
姿
勢
に
よ
っ
て
、
我
々
家
族

の
気
持
ち
を
怒
り
に
変
え
ず
前

を
向
い
て
次
に
進
ま
せ
て
く
れ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
と
評
価

し
た
。

　
さ
ら
に
、
病
院
は
事
故
後
、

救
急
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に

向
け
て
の
訓
練
や
教
育
等
の

「
安
全
対
策
」
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、「
意
見
書

箱
の
設
置
」
や
「
配
布

型
カ
ル
テ
開
示
」（
入

院
時
、
患
者
に
希
望
を

聴
取
し
て
病
室
に
配

布
）
の
導
入
な
ど
新
た

な
試
み
に
も
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
。

　
北
田
氏
自
身
も
夫
の
死
後
、

当
該
病
院
に
院
内
相
談
員
と
し

て
勤
務
し
医
師
と
患
者
の
橋
渡

し
と
し
て
日
々
奮
闘
す
る
中

で
、
医
療
事
故
は
個
人
の
責
任

で
は
な
く
組
織
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め

に
も
「
チ
ー
ム
医
療
の
大
切

さ
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
」「
危
機
管
理
の
大

切
さ
」
を
痛
感
し
て
い
る
と
述

べ
た
。

　
最
後
に
、
医
療
事
故
が
起
き

た
際
、
患
者
や
そ
の
家
族
と
向

き
合
う
こ
と
は
非
常
に
辛
い
こ

と
だ
が
、
医
療
機
関
側
は
「
う

そ
を
つ
か
な
い
」「
隠
さ
な
い
」

「
患
者
に
わ
か
る
ま
で
説
明
す

る
」
こ
と
を
実
践
し
、
患
者
側

と
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と
で

お
互
い
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
締
め
く

く
っ
た
。

　
協
会
は
5
月
30
日
、
阪
南
中
央
病
院
医
療
安
全
管
理
部
の

北
田
淳
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
病
院
は
事
故
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
〜
現
場
で
の
体
験
を
踏
ま
え
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
医
療
安
全
担
当
者
交
流
会
を
開
催
。
出
席
者
は
17
人
。

税
理
士
と
懇
談
会
開
く

雇
用
問
題
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
意
見
交
換

お問合せは京都府保険医協会事務局（☎075-212-8877）までお問合せは京都府保険医協会事務局（☎075-212-8877）まで

医療機関で被災地支援の

　協会は岩手県宮古市のかけあしの会さんと業務提携を結び、被災地
支援として、京都府内での物産展を企画しています。ついては、医療
機関のちょっとしたスペースをお借りしての開催も行いたいと、ご協
力いただける医療機関を募っています！ ぜひ、ご協力をお願いいた
します！！

かけあしの会…東日本大震災で大きな被害を受けた岩手県宮古市を本拠地に、地域に少しで
も仕事を提供し、働く喜び、生きがいにつなげたいと、地元に貢献できる商品開発・販売
に、全国各地のイベントを駆け回っています。

物産展

岩手県田老町漁協わかめ、磯とろろ、塩蔵わかめ、おつまみ板昆布、
塩麹クッキー、岩手県普代産すき昆布、桑茶などなど… ホタテ焼き
などの実演販売も可能です

　アミスサイトで５月22日から
ネットショップを立ち上げていま
す。協会会員は会員価格でご購入
いただけます。会員各位にログイ
ン用のIDとパスワードをご案内し
ておりますので、ご確認下さい。
ご不明な場合は協会まで。

ネットショップもオープン!

７月30日開催の第70回定期総会でも物産展を開催予定！７月30日開催の第70回定期総会でも物産展を開催予定！

を開催しませんか?!

り
、
送
付
す
べ
き
で
な
い
事
業

所
に
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
い

た
。

　
誤
送
付
の
原
因
と
な
っ
た
入

力
や
封
入
作
業
は
人
的
作
業
で

あ
り
、
シ
ス
テ
ム
上
完
全
に
ミ

ス
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
な
い
こ
と
が
一
番
の

情
報
漏
え
い
防
止
に
な
る
と
考

え
る
。
協
会
は
こ
の
間
、
自
治

体
の
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
も
懸

念
し
、
府
内
自
治
体
に
通
知
書

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
な

い
よ
う
要
請
し
て
き
た
。
今
回

の
情
報
漏
え
い
を
受
け
、
改
め

て
通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
し
な
い
よ
う
6
月
14
日
付

で
府
内
自
治
体
に
要
望
書
を
送

付
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
自

治
体
に
働
き
か
け
て
い
く
所
存

で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

節
税
よ
り
も
雇
用
の
相
談

　
従
業
員
確
保
や
雇
用
ト
ラ
ブ

ル
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
医
療

機
関
は
多
い
。
人
材
不
足
に
よ

る
求
職
者
優
位
の
転
職
市
場
と

賃
金
上
昇
と
い
っ
た
社
会
情
勢

が
医
療
機
関
の
雇
用
管
理
に
も

影
響
し
て
い
る
。
退
職
の
意
思

伝
達
も
な
く
連
絡
不
能
に
な
る

等
働
く
側
の
意
識
の
変
化
や
家

計
の
補
填
で
は
な
く
生
活
の
た

め
に
働
く
パ
ー
ト
従
業
員
の
厳

医
療
安
全
担
当
者
交
流
会
開
く

被
害
者
に
向
き
合
う
姿
勢
の
大
切
さ
強
調

講
師
の
北
田
氏

京都新聞５月18日付 朝刊

今後もラインナップを
充実!!

Ⓒもへろん

花山　和士　税理士 乗岡　五月　税理士
外村　弘樹　公認会計士・税理士 牧野　伸彦　税理士

山口　　稔　税理士 鴨井　勝也　税理士
廣井　増生　税理士

経営相談 ～協会の無料相談室～
医院経営から、贈与・相続、生命保険や損害保険など
の税務も含めて、なんでもご相談いただけます！

協力専門家一覧　税理士

医院経営から、贈与・相続、生命保険や損害保険など医院経営から、贈与・相続、生命保険や損害保険など

◇お問い合わせは協会事務局まで TEL 075-212-8877　FAX 075-212-0707

◇会員の希望される税理士をご紹介します
◇随時、必要な時に相談できます　ご都合の良い日を日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個別相談に移行し有料になります

府内でも住民税通知書が誤送付
改めてマイナンバー不記載を求める

副理事長  内田 亮彦

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 6 月 2 5 日第 3 0 0 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



（
10
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
約
1
年
前
に
猫
に
咬
ま
れ
た

跡
が
ケ
ロ
イ
ド
状
態
と
な
っ
て

治
ら
な
い
た
め
に
受
診
し
た
。

主
治
医
の
Ａ
医
師
が
右
下
肢
上

部
に
3
カ
所
、
ケ
ナ
コ
ル
ト

2
・
5
㎎
を
局
所
注
射
で
投
与

し
た
が
、
効
果
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
に
4
・

5
㎎
を
投
与
し
た
。
3
回
目
の

投
与
は
Ｂ
医
師
が
施
行
し
て
経

過
観
察
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

注
射
部
位
か
ら
放
射
状
に
星
形

の
瘢
痕
が
発
症
し
来
院
し
て
き

た
。
そ
の
後
、
治
療
を
続
行
し

な
が
ら
経
過
を
見
て
き
た
が
、

瘢
痕
は
完
全
に
は
消
失
し
な

か
っ
た
。
な
お
、
症
状
固
定
ま

で
患
者
は
合
計
18
回
、
当
該
医

療
機
関
の
み
で
診
療
を
受
け

た
。 

　
患
者
側
は
、
ケ
ナ
コ
ル
ト
の

注
射
施
行
時
期
が
早
過
ぎ
た
結

果
、
瘢
痕
が
残
っ
た
と
し
て
慰

謝
料
を
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
Ａ

医
師
が
「
局
所
注
射
の
施
行
時

期
が
や
や
早
か
っ
た
」
と
患
者

側
に
対
し
て
発
言
し
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
投

与
時
期
、
投
与
量
と
も
に
若
干

の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
過
誤

を
認
め
た
。
更
に
カ
ル
テ
に
よ

る
と
、
2
回
目
の
注
射
時
に
、

本
来
ケ
ロ
イ
ド
に
直
接
注
射
液

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
、
ケ
ロ
イ
ド
の
周
辺
に
薬

液
が
漏
れ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
手
技
的
に
も
問
題
が

あ
っ
た
と
し
た
。
な
お
、
患
者

は
痛
み
等
、
知
覚
障
害
は
訴
え

な
か
っ
た
が
、
身
体
的
要
因
と

し
て
ケ
ロ
イ
ド
に
な
り
や
す
い

体
質
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
4
カ
月
間
を
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
こ
の
案
件
に
つ
い
て
、
院
内

で
総
合
的
に
話
し
合
い
を
さ
れ

た
様
子
が
窺
わ
れ
ず
、
事
後
の

調
査
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な

か
っ
た
。
当
該
医
療
機
関
に
は

紛
争
対
応
の
不
十
分
さ
が
認
め

ら
れ
た
。
な
お
、
以
下
の
点
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
た
。

　
①
2
回
目
の
注
射
施
行
時
の

手
技
の
是
非
②
3
回
に
わ
た
る

ケ
ナ
コ
ル
ト
の
投
与
量
の
是

非
。
能
書
に
よ
れ
ば
10
㎎
ま
で

と
さ
れ
て
い
る
③
3
回
に
わ
た

る
ケ
ナ
コ
ル
ト
の
投
与
時
期
の

是
非
。
能
書
に
よ
れ
ば
2
週
間

以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

　
①
に
つ
い
て
、
瘢
痕
の
状
態

か
ら
見
て
因
果
関
係
は
あ
る
と

推
測
さ
れ
た
。
②
に
つ
い
て
、

能
書
に
よ
れ
ば
許
容
範
囲
内
の

投
与
量
と
な
る
が
、
患
者
が
14

歳
で
あ
る
こ
と
と
ケ
ロ
イ
ド
の

大
き
さ
が
1
㎝
〜
2
㎝
程
度
し

か
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

多
過
ぎ
た
と
の
判
断
も
あ
り
得

る
。
③
に
つ
い
て
は
、
Ａ
医
師

の
「
局
所
注
射
の
施
行
時
期
が

や
や
早
か
っ
た
」
と
の
発
言
だ

け
で
は
、
1
回
か
ら
3
回
の
ど

の
時
期
を
言
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
全
て
の
期
間
を
言
っ

て
い
る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
当
該
医
療
機
関
は
事
故
の
調

査
に
消
極
的
で
あ
り
、
患
者
へ

の
事
後
対
応
も
明
確
に
し
な

か
っ
た
が
、
患
者
側
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久
し
く

な
っ
た
た
め
に
、
立
ち
消
え
と

み
な
し
て
終
了
し
た
。
本
来
な

ら
ば
、
事
後
説
明
を
十
分
に
す

る
こ
と
で
患
者
の
納
得
を
得
る

の
が
通
常
だ
が
、
今
回
、
立
ち

消
え
解
決
で
き
た
の
は
例
外
と

言
え
よ
う
。

　
想
像
し
て
ご
ら
ん
♡　
天
国

も
地
獄
も
国
も
宗
教
も
所
有
欲

さ
え
も
な
い
世
界
を
…

　
人
が
皆
、
穏
や
か
に
平
和
に

生
き
て
い
る
世
界
を
…

　
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
僕
は
、

夢
想
家
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
僕
一
人
じ
ゃ
な
い
は
ず
…

　
い
つ
か
み
ん
な
は
仲
間
に

な
っ
て
、
世
界
は
一
つ
に
な
る

ん
だ
！

◇　
　
　
◇

　“
Im
agine”

1
9
7
1
年

に J.L
ennon/Y

.O
no

に

よ
り
発
表
さ
れ
た
名
曲
の
要
約

で
す
。

　
こ
の
曲
が
平
和
運
動
に
与
え

た
影
響
は
絶
大
で
あ
り
、
存
命

で
あ
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
あ

る
い
は
文
学
賞
の
受
賞
も
あ
り

得
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
天
国
が
な
い
の
は

宗
教
者
に
と
っ
て
は
都
合
が
悪

い
よ
う
で
、
英
国
で
は
葬
儀
で

の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

か
…
。
ま
た
競
争
が
な
い
・
所

有
欲
が
な
い
の
は
共
産
主
義
的

な
考
え
で
あ
る
と
非
難
す
る
人

や
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
ら
れ

る
の
は
、
恵
ま
れ
た
世
界
い
る

人
間
の
戯
言
に
過
ぎ
な
い
と
揶

揄
す
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
確
か
に
争
い
の
な
い
世
界
に

進
歩
は
乏
し
い
で
し
ょ
う
。
人

類
史
上
最
も
科
学
技
術
の
向
上

に
貢
献
し
た
事
象
は
悲
惨
な
戦

争
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
何
の
た
め
の
発
展
・

進
歩
な
の
で
し
ょ
う
？　
幸
せ

と
は
何
な
の
か
？　
国
家
・
宗

教
と
は
？
…
。
こ
の
曲
の
発
表

よ
り
40
数
年
、
現
在
の
世
界
情

勢
は
あ
る
意
味
冷
戦
時
代
よ
り

混
沌
と
し
た
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
球
環
境
問
題
に
お
い

て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
パ
リ
協
定

よ
り
の
脱
退
を
表
明
し
て
し
ま

い
、
そ
の
他
各
国
に
も
独
善

的
・
排
他
的
勢
力
の
拡
大
が
見

ら
れ
ま
す
。
権
力
・
既
得
権
益

維
持
の
た
め
に
は
、
自
国
民
す

ら
も
大
量
虐
殺
を
厭
わ
な
い
独

裁
者
も
複
数
存
在
し
て
い
る
の

で
す
。

　
地
球
全
体
よ
り
自
国
益
を
優

先
し
つ
つ
あ
る
現
在
。
地
球
環

境
の
将
来
は
暗
澹
と
思
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。B

eautiful 

D
ream

er 

で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
現
実
世
界
は
そ

れ
を
許
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
私

に
は
多
く
の
欲
望
を
理
性
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
く
こ
と
な

ど
で
き
な
さ
そ
う
で
す
。

Im
agine

…
で
き
な
い
…
。

追
記

　

L
ennon

は
1
9
8
0
年

12
月
8
日
に
射
殺
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
12
月
8
日
と
い
う
日

に
は
、
偶
然
と
は
い
え
多
く
の

歴
史
的
出
来
事
が
善
悪
取
り
混

ぜ
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
1
9
4
1　
真
珠
湾
攻
撃

　
1
9
8
7　
レ
ー
ガ
ン
・
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
中
距
離
核
戦
力
全

廃
条
約
調
印

　
1
9
9
5　
も
ん
じ
ゅ
Na
漏

れ
事
故
、
古
く
は
御
釈
迦
さ
ま

が
悟
り
を
開
か
れ
た
日
（
成
道

会
）
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　（
環
境
対
策
委
員
長

 

武
田 

信
英
）

Im
agine 

…
で
き
な
い
…

　
Ｑ
、
抗
て
ん
か
ん
剤
を
投
与

し
て
い
る
て
ん
か
ん
患
者
に
つ

い
て
、
Ｂ
0
0
1
の
「
2
」
特

定
薬
剤
治
療
管
理
料
を
算
定
し

て
い
る
が
、
毎
月
算
定
す
る
た

め
に
は
毎
月
投
与
薬
剤
の
血
中

濃
度
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
投
薬
し
て
い
る
だ
け
で

は
だ
め
な
の
か
。

　
Ａ
、
毎
月
測
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
投
与
薬
剤
の
血

中
濃
度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
当
該
薬
剤
の
投
与
量

を
精
密
に
管
理
し
た
場
合
」
に

算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
64

ケ
ナ
コ
ル
ト
で
瘢
痕
が
残
っ
た

投
与
薬
剤
の
血
中
濃
度
測
定
に
つ
い
て

環
境
問
題

環
境
問
題

134

～協会の無料相談室～

お問い合わせは協会事務局まで

☎075-212-8877　FAX 075-212-0707

河原　義徳　特定社労士
本宮　昭久　特定社労士

雇用相談等

協力専門家一覧　社労士

◇複数体制で社労士をご紹介します
◇随時、必要な時に相談できます
ご都合の良い日を日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
※ １事案につき１回の無料相談を超え
てのご相談は、個別相談に移行し有
料になります

　スタッフの雇用や就業規則のご相
談、人事にまつわるトラブルなども
ご相談いただけます！ご活用下さい。

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 6 月 2 5 日 第 3 0 0 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

針刺し事故等補償プラン
身近なリスクの備え、従業員の福利厚生にも

案内パンフレット（白色の冊子）は本紙に同封してい
ます。ぜひこの機会に加入をご検討下さい。お問い合
わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

被保険者が医療関係の業務に従事中に生じた偶然
な血液暴露事故を直接の原因として、HBVに感
染後Ｂ型肝炎を発病して治療を受けた場合、
HCV・HIVに感染した場合に保険金をお支払い

日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によ
るケガも補償

保険料は団体割引20％を適用（京都府保険医協会
が契約者となる団体契約）

1.

2.

3.

（団体傷害総合保険・損保ジャパン日本興亜取扱）

8月1日
から

1年間

中途でも加入

できます!!

案内パンフレット（青色の冊子）は第3000号（５月10日発行）でお送りしています。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

○ 保険期間　8月5日午後4時から1年間（中途での加入も可能）
○ 会員のご家族も加入できます

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま
ゴルファー保険にご加入ですか?

◆ ゴルフプレー中に他人に損害を与えたとき
◆ ゴルフプレー中にご自身がケガをしたとき
◆ ゴルフ用品に事故があったとき
◆ ホールインワン・アルバトロスを達成したとき など

こんな時に
補償

されます！

保険料は20%
割引でお得!

個人情報漏えいの
リスクをサポート

加入申込は
随時受け付
けています。
お問い合わ
せは京都府
保険医協会
まで。

個人情報取扱者としての賠償責任
個人情報漏えい保険



　
す
で
に
古
く
な
っ
た
が
、
2

0
0
0
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
前
後

5
年
を
、
東
北
は
山
形
県
の
豪

雪
地
帯
の
新
庄
市
で
独
り
暮
ら

し
を
し
た
。
な
ん
で
ま
た
、
と

言
わ
れ
そ
う
だ
が
、
わ
た
し
特

有
の
い
わ
ば
異
国
趣
味
で
あ
ろ

う
。
南
国
生
ま
れ
の
せ
い
か
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
少
な
さ
も
あ

る
が
、
も
と
も
と
寒
さ
に
は

め
っ
ぽ
う
弱
く
、
今
ま
で
訪
れ

た
外
国
も
ほ
と
ん
ど
赤
道
を
跨

ぐ
よ
う
な
国
ば
か
り
で
あ
る
。

あ
あ
、
そ
れ
な
の
に
、
積
雪
量

で
は
日
本
で
5
本
の
指
に
入
る

と
い
わ
れ
て
い
る
〝
新
庄
市
〞

に
敢
え
て
飛
び
込
ん
で
い
く
と

は
。
な
ん
と
い
う
無
謀
な
企

て
、
若
さ
の
せ
い
な
の
か
？　

し
か
も
単
身
赴
任
で
産
婦
人
科

の
独
り
部
長
の
厳
し
さ
で
あ
る
。

　
今
は
も
う
な
い
寝
台
特
急
日

本
海
に
京
都
駅
0
番
ホ
ー
ム
か

ら
乗
車
し
た
私
は
、
か
な
り
の

歳
で
は
あ
る
も
の
の
気
分
は
ま

だ
青
春
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
若
い
時
山
形
県
の
鶴
岡

駅
で
降
り
て
、
朝
日
連
峰
に
立

ち
向
か
っ
て
以
来
の
懐
か
し
い

列
車
だ
。
新
庄
市
へ
は
今
で
こ

そ
山
形
新
幹
線
の
終
着
駅
で
は

あ
る
が
、
わ
た
し
が
赴
任
し
た

こ
ろ
は
ま
だ
な
く
、
関
西
か
ら

は
遥
か
に
遠
い
地
で
あ
っ
た
。

東
北
の
3
月
は
ま
だ
雪
深
く
、

新
潟
近
辺
か
ら
車
窓
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
景
色
は
一
面
、
無
垢

な
白
い
世
界
の
連
続
で
あ
っ

た
。
座
席
に
ぽ
つ
ね
ん
と
座
る

中
高
年
の
男
性
の
表
情
も
心
な

し
か
寂
し
げ
で
あ
っ
た
。

　
あ
く
る
日
、
鶴
岡
で
下
車

し
、
陸
羽
西
線
に
乗
り
換
え
新

庄
駅
で
降
車
。
北
国
の
人
ら
し

く
頬
が
ほ
ん
の
り
と
紅
い
丸
顔

の
事
務
長
補
佐
が
迎
え
に
来
て

く
れ
る
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ

こ
で
は
3
月
3
日
は
ひ
な
祭
り

を
寒
さ
の
せ
い
で
行
え
ず
、
ひ

と
月
遅
れ
で
敢
行
さ
れ
る
由
、

や
は
り
日
本
は
南
北
に
長
く
別

世
界
の
感
を
強
く
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
勤
務
す
る
病
院
に

案
内
さ
れ
、
さ
ら
に
医
局
に

入
っ
て
い
く
と
、
ワ
ン
レ
ン
が

よ
く
似
合
う
医
局
秘
書
が
に
こ

や
か
に
近
づ
い
て
く
る
。
ウ
グ

イ
ス
ば
り
の
な
ん
と
も
う
る
わ

し
い
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
だ
。
小
柄

な
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
ま
だ
お

若
い
と
判
断
し
て
い
た
が
、
後

に
中
年
近
く
と
知
っ
て
驚
愕
し

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
秘
書
さ
ん

に
は
6
年
近
く

の
新
庄
物
語
に

公
私
と
も
随
分

お
世
話
に
な
っ

た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
新

庄
市
は
名
に
し
負
う
豪
雪
地
帯

で
、
長
い
冬
に
は
長
靴
が
必
需

品
（
若
い
女
の
子
は
嫌
が
っ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
が
）
で
、
な

ん
と
秘
書
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の

医
局
員
に
合
う
長
靴
を
買
っ
て

き
て
く
れ
て
、
医
局
に
並
べ
て

く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
私
の
長

靴
が
と
り
わ
け
可
愛
ら
し
い
短

さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
医

局
員
は
実
家
か
ら
遠
く
離
れ
単

身
赴
任
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、

朝
、
彼
女
が
握
っ
て
く
れ
た
お

む
す
び
を
食
べ
て
か
ら
仕
事
を

始
め
る
の
だ
っ
た
。
森
々
と
大

粒
の
雪
が
降
っ
て
ゆ
く
窓
外
を

見
や
り
な
が
ら
、
無
音
の
世
界

の
中
で
、
や
や
緩
め
の
お
む
す

び
を
ほ
う
ば
る
贅
沢
さ
は
何
物

に
も
代
え
が
た
い
経
験
だ
っ
た
。

　
九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
を
支
持

す
る
京
都
医
療
人
の
会
は
5
月

20
日
、
第
9
回
総
会
と
講
演
会

を
開
催
。
公
開
講
演
会
に
は
市

民
も
含
め
55
人
が
参
加
し
、
講

演
後
に
参
加
者
ア
ピ
ー
ル
と
し

て
、「
9
条
改
憲
を
許
さ
ず
、

憲
法
の
平
和
主
義
を
守
り
続
け

る
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

　
講
演
会
は
、
白
井
聡
氏
（
政

治
学
者
、
京
都
精
華
大
学
専
任

講
師
）
を
講
師
に
「
ト
ラ
ン
プ

政
権
と
日
本
外
交
―
『
永
続
敗

戦
論
』
か
ら
日
米
関
係
を
考
え

る
」
を
き
い
た
。

　
白
井
氏
は
、
日
本
が
米
国
の

属
国
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

し
な
い
の
は
、「
敗
戦
の
否
認
」

＝
負
け
た
こ
と
を
ご
ま
か
し
続

け
る
こ
と
で
戦
後
の
社
会
が
成

り
立
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
を
直

視
で
き
な
い
こ
と
に
由
来
し
て

お
り
、
森
友
・
加
計
問
題
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
今
日
の
不
健
全

な
政
治
、
社
会
が
作
り
出
さ
れ

た
と
指
摘
。
市
民
が
い
か
に
政

治
的
な
見
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
重
要
だ
と
し
た
。

「
敗
戦
の
否
認
」が
核
心

　
「
敗
戦
の
否
認
」
こ
そ
が
戦

後
の
核
心
だ
と
指
摘
し
た
『
永

続
敗
戦
論
』
は
、
石
橋
湛
山
賞

な
ど
を
受
賞
し
た
氏
の
代
表

作
。
普
天
間
基
地
移
設
問
題
を

巡
っ
て
日
米
の
意
思
が
衝
突
し

た
結
果
、
日
本
側
が
敗
北
し
た

が
、
そ
の
敗
北
を
直
視
す
る
代

わ
り
に
鳩
山
氏
個
人
の
資
質
が

批
判
に
晒
さ
れ
た
こ
と
、
福
島

第
一
原
発
事
故
で
敗
戦
時
と
変

わ
ら
ぬ
「
無
責
任
の
体
系
」
が

露
呈
し
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の

出
来
事
が
執
筆
契
機
と
な
っ
た

と
語
っ
た
。

　
日
本
が
戦
争
に
負
け
て
い
な

い
の
だ
と
す
れ
ば
、
大
義
も
、

勝
利
の
可
能
性
も
な
か
っ
た
戦

争
を
始
め
た
こ
と
の
責
任
を
、

誰
も
と
る
必
要
は
な
い
し
、
反

省
す
る
必
要
も
な
い
。
負
け
た

こ
と
を
認
め
な
い
の
で
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
は
温
存
さ
れ
て
延
々

と
負
け
続
け
る
。
す
な
わ
ち
、

「
永
続
敗
戦
」
こ
そ
が
戦
後
を

特
徴
づ
け
て
い
る
と
し
た
。

　
米
国
は
旧
支
配
層
を
傀
儡
と

し
て
活
用
し
属
国
化
を
は
か
っ

て
い
く
た
め
に
、
責
任
を
で
き

る
限
り
曖
昧
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日

本
は
戦
後
の
平
和
と
繁
栄
を
謳

歌
で
き
た
が
、
そ
の
代
償
と
し

て
不
健
全
で
無
制
限
な
対
米
従

属
と
な
る
。一
方
で
、ア
ジ
ア
諸

国
へ
の
高
姿
勢
と
歴
史
修
正
主

義
へ
の
軋
轢
が
あ
り
、
こ
の
対

米
従
属
と
東
ア
ジ
ア
で
の
孤
立

は
循
環
構
造
で
あ
る
と
分
析
。

　
米
国
の
力
を
借
り
て
復
興
を

に
照
ら
し
て
憲
法
を
語
る
資
格

の
な
い
人
た
ち
で
あ
り
、
こ
の

勢
力
に
よ
る
改
憲
は
絶
対
に
止

め
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
を

排
除
し
て
は
じ
め
て
本
当
の
議

論
が
始
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
、
と
結
ん
だ
。

科
学
の
戦
争
加
担
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
！

　
日
　
時　
8
月
11
日
（
金
・

祝
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
場
　
所　
高
槻
現
代
劇
場
・

文
化
ホ
ー
ル
2
階　
第
1
・
2

展
示
室
（
高
槻
市
野
見
町
2
―

33
）

　
資
料
代　
5
0
0
円

　
内
　
容　
講
演
「
科
学
の
戦

争
加
担
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
！
」
池
内
了
氏
（
名
古

屋
大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

　
共
　
催　
子
ど
も
た
ち
と
考

え
る
「
戦
争
と
平
和
」
展
in
高

槻
・
島
本
実
行
委
員
会
、
現
代

医
療
を
考
え
る
会
（
連
絡
先
：

　
河
端
一
也
氏
（
享
年
60
、
乙

訓
）
6
月
1
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

九
条
医
療
人
の
会
が
総
会

果
た
す
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り

の
必
然
性
は
あ
っ
た
が
、
レ

ジ
ー
ム
成
立
の
二
大
要
件
（
東

西
対
立
、
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の

国
力
の
突
出
）
が
消
滅
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
対
米
従
属
の

正
当
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。
政

官
財
学
メ
デ
ィ
ア
の
利
権
共
同

体
は
、
こ
の
妄
想
を
維
持
し
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
の
対

米
従
属
体
制
を
打
ち
固
め
た
岸

信
介
の
孫
を
強
く
自
覚
す
る
安

倍
氏
こ
そ
は
「
永
続
敗
戦
レ

ジ
ー
ム
」
の
申
し
子
で
あ
り
、

こ
れ
を
徹
底
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
憲
法
を
実
質

的
に
変
え
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
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筆者プロフィール
1976年、京都府立医大
卒。同大学産婦人科入
局、京都第二赤十字病
院で研修（～79年3月）。
79年～84年、関連病院
勤務（福井愛育、社保神
戸、愛生会山科）。84年
～88年、京都府立医大
基礎系（解剖学）大学院。
88年～91年3月、多治見市民病院産婦人科（医長）。91年
～97年、草津中央病院産婦人科（部長）。97年4月～98年
3月、醍醐渡辺病院（体外受精研修）。99年4月～04年12
月、新庄（山形県）徳洲会病院（部長）。05年1月～08年3
月、名瀬徳洲会病院（部長）。08年4月～10年1月、松原
徳洲会病院。10年11月～宇治市にて婦人科医院開業（あ
べじゅん婦人科）。

雪
国
に
耐
え
る

阿部　純（宇治久世）

土地

それぞれの 土地で

それぞれの

土土土 1

新連載

土地で
講
師
の
白
井
氏

７月のレセプト受取・締切

基金
国保

８日（土）10日（月）労災 10日（月）

○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金  ９時～17時30分
　　　　　国保  ８時30分～17時15分
　　　　　労災  ８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

グループ保険（生命保険）
保険医と大切な家族のために。
しっかりした安心を手頃な掛金で。
2017年４月１日より受付中！
※以降、毎月10日締切で受付。効力発行は、2 カ月後の 1 日から。

※保険医共済会への入会（入会金）1,000円が必要です。

●万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障
• 保険金は500～4,000万円から選択できます（年齢により加入でき
る保険金額は異なります）。
• １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、配当金として
還元されるため、実質的な保険料負担はさらに下がります。

●医師の診査はなく、健康状態の告知などによる申し込み
• 質問事項は３つだけ！
（１）健康上の理由で就業制限を受けているか
（２）１年以内に、手術または２週間以上の入院があるか
（３）１年以内に、２週間以上の治療・投薬があるか
※該当するものがある場合は、告知書をご提出いただいた上で診査となります。

●保険金の全部または一部を年金として受け取ることも可能
• 受取人の希望により、保険金の全部または一部を年金（５・10・
15年から選択）として受け取ることができます。

効力発行は
8月1日以降

医療安全を
身につけるために
― 医療安全研修DVD PartⅡ

定価 10,000円（税込）・送料別
京都協会会員 5,000円（税込）・送料別
他府県協会会員 7,000円（税込）・送料別
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